











　例えば、現代経済学の始祖と位置付けられるアダム・スミスの『国富論（The Wealth of 
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　宗教と経済行動という観点から、忘れてはならないのはマックス・ウェーバーの『プロテスタ










































1) 消費動機 : 宗教活動そのものが与える満足
2) 救済動機 : 死後の便益を求めての宗教参加
3) 社会的圧力動機 : 宗教参加がビジネス成功確率をあげるネットワーク効果
　である。Azzi and Ehrenberg (1975) による、これらの整理は、後に続く宗教経済学の進展に大
きな影響を与え、その後の多くの理論研究が、彼らのフレームワークを踏襲、拡張して分析を
行っている。



















る。このような Azzi and Ehrenberg (1975) らによる分析の限界の存在は、単なる批判というだ
けではなく、さらなるブレイクスルーへの道標となった。
2.2 クラブ財モデル
　上述のような Azzi and Ehrenberg (1975) らへの批判を受けて、宗教選択における社会的プレッ
シャーの機能を明示的に分析することを可能としたのが、Iannaccone (1992) によるクラブ財と
しての宗教選択モデルである。Iannaccone (1992) は、それまでの宗教経済学の限界を取り払っ















































































　Barro and McCleary (2005) は、ホテリングの空間競争モデルの枠組みを用いて、どのよう
な国が特定宗教の国教化を選択するか、という分析を展開しているが、この中で、一人あたり
GDP などによって示される生活水準の増大は、宗教活動の頻度を、その程度は低いながらも、





































　まず、Basten and Betz (2013) である。彼らは、宗教改革時に、スイスにおいて、プロテスタ
ントに移行した地域とローマ・カトリック教会に留まった地域があることに着目した。スイスと
言えば、言うまでもなく国民自身の発議によって国民投票を実施することができる直接民主制を


























































































　Almond and Mazumder (2011) もまた、ラマダンのタイミングを自然実験として利用して、子
どもへの影響を分析している。アメリカのミシガン州のデータを用いた彼らの研究によれば、母
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